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このたびはキヤノンの卓上電子計算機　キヤノーラ130をお選びくださいましてまことにありがとうござ

います

キヤノーラ130はキヤノソカメラが長年にわたる研究と技術の結果として新しく開発した計算機です

Speedy SimpleOperation Silentという3つのすぐれた特長があります

この説明書は簡単な計算例をもとに実例をあげてくわしく記述してありますので　操作方法および性能の

すべてにわたって必ずご愛用者みなさまのご満足を頂けるものと信じております
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操作キーの説明

耳（リコールト）

酉（シフトキー）

⑥（クリアート）

□（小数点キー）

図（乗算キー）

宮（除算ト）

⑥（領和暦差ト）

（∃

Recall Key

Shift Key

Clear Key

Decimal Point Key

Multiplication Key

Division Key

Accumulation Key

（イコMルキー）　　　Result Key

酉（ネガイコ～ルキp）赤字NegativeResultKey

㊤～⑨⑨（置数キr）NumberKey

●（電源スイッチ）　　　Switch

規格

型式　　　　卓上型電子式
キー　　　10（テン）キー式

桁数　　　13桁

演算速度　　加算0．01秒　減算0．01秒　乗算0．25秒

除算0．5秒

小数点　　　完全自動方式

演算内容　　四則演算　連乗達除　積和積差
定数乗算　その他混合計算

演算素子　　トランジスタ　ダイオード

使用温度　　00C～400C

電源　　　　AClOOV（使用範囲85～110V）

50～60qp O．75A

大きさ　　　高さ260×幅390×奥行510mm

重量　　　18kg
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操作キーの、説明

●　電源スイッチ

押しボタン式　押すと電源が入り　もう一度押

すと電源が切れます

耳～⑨⑥　置数キー
任意のキーを順に押していくと置数されます

E　小数点キー
・完全自動小数点式　小数点キーは置数のとき

数値の小数点の位置で押せば自動的に計算され

ます

・小数点以下のみを置数するときはロキーを押す

だけで直を押す必要はありません

例0．1234

操作　三河画亘再　表示（）．1234

E　ィコールト
各種計算（加算　乗算　除算　横和）の結果を

求めるときに押します　また加算のときの入力

するためにも使用します

園　ネガイコールキー（赤字）
減算の結果を求める時および積差を求めるとき

に使用します

宮　乗算キー
乗算のときに使用します
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宮　除算卜
除算のときに使用します

④　積和積差巨
積和横差を求めるときにキーを押すとロックさ

れ　乗算の結果が累積されて　もう一度押すと

解除されます

シフトキー

表示された数値を矢印の方向に1桁ずつずらせ

て　セットミ．スしたとき　その数1桁だけを正

すのに用います　例えば233を232とセットし

たとき酉キーを押し3とセットしなおします

また不必要な桁を落し　表示窓を最大限に用い

ることができます

クリアーキー

計算結果をぜんぶクリアーします

スイッチを入れたときの表示は乱数値ですから

必ずクリアーキーを押します

［可リコールキ一
・一定乗算に用います　軋キーを押せば被乗数が

もどりaxb axc axdの計算もいちいち置

数しなおす必要はありません
・除算において余りが得られます

・加減算　除算　積和　積差の場合　セットミス

した数値だけをクリアーすることができます

例えは　a寸bの時　bをCとセットミスしたな

らば　回キーを押すことによりCだけがクリア

ーされbと置数しなおすことができます



取扱い上の注意 基本計算例

計算のしかた　加算

坂扱い上の注意
・キータッチ

キーは確実にハッキリと押してください　2つの

キーを一度に押したり　中途半端に押した場合に

は違う数字が表示される場合があります

・キータッチのポジション

置数キーは一本指で押していてはいつまでも上達

しません　右手操作の場合　属は人差し指　且が

中挿　画を薬務でタッチし常にこの位置を保つよ

うに習慣づけます　瓦転回は人差し据　⑧回回が

中指　⑧画桓〕を薬輪でタッチするようにします

この操作を習慣づけることによってブラインドタ

ッチオベレーショソが行えます

・置数キー　ファンクションキーをどんなにでたら

めに押しても故障することはありません　しかし

場合によっては表示窓の明るさが暗くなり小数点

が見えず置数ができなくなることがあります

これは機械が無限計算を行っているので　拝1キー

を押していただけばすぐもとに戻ります

・計算中はカバーを完全にはずし　計算機の上には

何ものせぬように願います　上にものをのせると

温度が上り調子が狂うことがあります

・直射日光を長時間あてると温度があがり使用でき

なくなります

・桁数をオーバーして置数すると乱数値になります

これはあらゆる計算に共通です
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計算のしかた（操作）

①電源コードをつなぎます

②電源スイッチを押すと表示窓には乱数値が並びま　叫

す

③「亘キーを押します　表示窓には0が並びます

これで計算が始められます

電子式の機械ですがトランジスタ使用のため温まる　－

まで待つ必要がありません　スイッチを入れた瞬間

から計算を開始できます

加算

①a＋bニC

上記の計算は次の様に行います

手順‘　操　　　　　　作　　　　表　　示

1三回キーを押す　　　　　0が並ぶ

2　　aを置数する

3、日キーを押す

4　tiを置数する

5　…且キーを押す

・手順2と4において置数の確認ができます

②a＋b＋C……＝d

上記の手順4　5の繰り返しにより連続加算を行

えます

③小数点付加算

数値を頭から暦数し　小数点の位置でロキーを押　】

し演算すれば自動的に位取りされます　小数点以

下何桁あっても小数点のある位置でロキーを押し

さえすれば良いのです　叉小数点の無い数値は長　山

後に小数点を押さなくても小数点があるものとし

て計算されます

a

 

a

 

b

 

C



減算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗算　連乗　桁落しの注意

減算

①a－b＝C

上記の計算は次の棟に行います

手順　　操　　　　作

1　巨〕キーを押す

aを置数する

Eトキーを押す

bを置数する

㌻【‾！扇二盲轟音

②a－b－C……＝d

手順4　5の繰り返しにより連続減算を行います

③小数点付減算

加算の場合と同様です

・引き過ぎた場合

負の数は補数で現われます　従って5－8の答

は99サ…‥97と出ます　その場合屈キーを押すと

絶対値000……03が表示されます　鍵けて計算を

行うにはもう一度回キーを押し補数に直してから

加減算を続けます

乗算

axb＝C

上記の計算は次の様に行います

手順　　操　　　　　　作

1　aを置数する

2　回キーを押す

3　　bを置数する

4　㌢Bキーを押す

・乗除算においてほいちいち前の計算結果をクリア

ーする必要はありません　置数を始めれば自動的

にクリアーされます

・乗数被乗数の桁数の和が13桁になるまで演算でき

ます

・手順3において縦のグリーン・ラインが入り乗数

被乗数を確認できます　従って表示が一杯になる

まで置数しても大丈夫です

連乗

連乗では前の演算結果が次の乗数に対する被乗数

となるので手順234の繰り返しにより行えます

桁落しの注意
・桁落しするときは　包キーを押すたびに下1桁ず

つ桁落しされます

・演算結果を小数部分を超えて整数部分まで桁落し

すると小数点が循環し上位に現われますので　循

環してお読みになるか結果に志（0・1，0・01…）

を掛けるか　叉は割るかしてあらかじめ位取りを

補正して次の演算を行ってください
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除算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除算の余り　連除

除算

a÷b＝C

上記の計算は次の様に行います

手順　　操　　　　　　作　　　　表 7J〈

1　aを置数する　　　　　　　a

2　回キーを押す　　　　　　O a．0…0

3　　bを置数する　　　　　　　b

4　【ヨキーを押す　　　　　　C

・手順2において回キーを押せば　置数されている

aは左側に0を1個残して12桁目から小数点共に

表示されます

・手順3において　bを置数するとaは消え　bの

み表示されます

以上により置数の確認ができます

・被除数除数とも11桁まで置数でき　結果は12桁一

除数桁の桁数が得られます　桁数は実効数字のみ

ですから数値の頭または末尾に並ぶ0は関係しま

例0・235＞本機ではいづれも1桁として計算され

答は正しく位取りされます

ただし最初の桁で数値がたたない時は11桁一除数

桁となります

例　①54321……÷1234…＝

この時は12桁一除数桁

（参23456……÷5678…＝

この時は11桁一除数桁

・小数点以下に0が並ぶ小数の数値を割る場合　又

は末尾に0が並ぶ数値で割る場合など答の小数点

は循環して第1位より現われる事があります

例　0．00001÷7＝0．000001428571428

これは00014285714．28　と表示されます　小数点

が循環しているので小数点以下をまず0と見放し

て数値の前につないで位取りしてください
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除算の余り

a÷b＝C・…‥d

下記の棟に操作します

手順　　操　　　　　　作 表　　示

a÷bの答C

1　⑧キーを押す　　　　　　d

・軋キーを押せば余りのdが得られます　従ってd

を続けて割っていけば無限に答が得られます

・余りの位取り

余りは自動小数点ではありませんので　下記の様一

に位取りをします

表示された余りの数値（0を含む除数桁個）を13－

精白を除き12桁目から読み取り　その末尾が表

示窓の第1位の桁に来るように当てはめて読み取

ります

例123456789÷9876543＝12・50

余り表示　00000150000．00

余りは表示窓の8桁目に1　7桁目に5と出ます

除数は7桁ですので0000150と取ります

表示窓の1桁目に移せば1．50と位取りできます

即ち余りは1．5です　ただし　除数が小数点付き

の場合は　除数の小数点以下の桁数だけ小数点を一一一

左にずらして位取りします

連除

除算の手順234の繰り返しにより行います

a÷b÷C＝d

手順　　操　　　　　　作　　　表　　示

1　aを置数する　　　　1a

2　回キーを押す　　　　　∃a

3ibを定数する　　　　　弓b

4　庖キーを押す　　　1aTbの答
l

5；回キーを押す

6　…Cを置数する

7　5日キーを押す

a÷bの答



除算における無限商算出

除算における無限商算出

除算で商の桁数が不足の場合　余りをまた除数で割

ることにより商の桁数を増すことができます　これ

の繰り返しにより何桁でも希望桁数まで商の桁数を

求めることができます　余りは自動小数点ではない

ので位取りを行なわなければなりませんが　下記の

方法で行えば余りを位取りし置数しなおすことなく

続けて除算を行えます　即ち余りを直接割って前の

商につなぎます　その場合除数の桁数と余りの桁数

のぐあいでつなぎ方が違いますので次の点にご注意

ください

（1）除数桁数と余り桁数が同じ場合は前の商の末尾に

直接つないでください

（2）余りの桁数が除数の桁数より少ない場合　余りの

頭の数に除数の頭の数が立たないときは〔除数桁

数一余りの桁数〕個だけつなぐときに0を置かね

はなりません

（3）余りの頭の数に除数の頭の数が立つ場合は〔除数

桁数一余り桁数－1〕個の0を間に置きます

（1）の例123÷998＝0．1232464鋸29859719

第1回演算結果00…0．12324649

余り　鱒8

第2回演算結果00…029859719

余りは除数と同じ桁数です　従って答え

はこの数字をそのまま続けて0・1232464

929859719　となります

（2）の例　23456789÷987654＝23．750loo65812

第1回演算結果00…023．750

余り－00旦萱些）

第2回演算結果00…065812

6桁－4桁＝2桁

従って演算結果の間に2個の0を加えて

23．7500065812　となります

（3）の例　456789÷456123＝1．00146拍132464

第1回演算結果00・‥01．00146

余り　00些

第2回演算結果00…0132464

6桁一4桁－1桁＝1桁

従って演算結果の間に1個の0を加え

1．001460132464　となります
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一定数の乗算　　小数点付一定乗算

一定数の除算　　　　　　　　　　　　　　　　　　積和　積差

一定数の乗算

且×b＝C　且×d＝e　且×f＝g

上記の定数乗算は次の棟に行います

軍墜　　操　　　　作　　　表　示
l aを直数する

2　区キーを押す

3　　bを置数する

4　Eトキーを押す

5　〔可キーを押す

6　　⑭キーを押す

7　　dを置数する

8　日ヨキーを押す

以下456を繰り返します

・連乗のときにはこの方法の一定乗算はできません

小数点付一定乗算
一定数が小数点付数値である時はできますが　乗

数に小数点を含むときほ小数点位置が動きますの

で　乗数は必ず整数でなければなりません

一定数の除算

b÷旦＝e C÷旦＝f d÷旦二g

一定数の除算は次の様な方法で行います

まず1－－ンaを求めます

その結果を定数とL b c dに対して一定乗算を

行います

それによりe f gが求められます

1／axb＝e

l／axc＝f

l／axd＝g
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梼和　穣差

（axb）＋（cxd）＝y・（且工裏－（cxd）＝Z
■　　　‾‾　Y　　　一一一√

上記の計算は次の様に行います

型！瞑　　操　　　　作　　表　示

1　磨和ボタンを押す

2　　aを置数する

3　　画キーを押す

4　　bを置数する

5　Eトキーを押す

6　　Cを置数する

7　画キーを押す

8　　dを置数する

9　日キーを押す

・小数点付計算も頭から置数するだけで位取りする

必要はありません

・帝差は手順9において宮キーを用います

・積和ボタンは手順5が終ってから押しても大丈夫

です

・手順6～9を続けることにより　連続唐和寒差を

求めることができます

a

 

a

 

a
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混合計算　　　　　　　　　　　　　　　　多桁の計算

混合計算

・a÷b士cxd

先ずa÷bを計算し痺和キーを押します

次にc xdを行えば答が得られます

・a士b±C士dxe

a士b士Cの計算を行い唐和キーを押します

次にdxeを行います

・aXb士C士d士exf

a x bを計算し　っづいてC士dを行います

・（axb）士（C÷d）士（exf）

C÷dを先きに計算します　次に横和キーを押

してからaxb exfの計算を続けて行います
－（C÷d）の時はC÷dを求め　ネガイコ，ル

キーを押して補数にしてから上記の計算を行い

ます

・乗算の自動クリアーを必要としない時（混合計

算など最初に⑥キーを押す時）は画キーをロッ

クしたまま　計算してかまいません

多桁の計算

キヤノーラ130で演算不可能な多桁の計算を行う場

合　演算可能な桁数に分割し計算後加えます

例えば8桁×8桁の乗算は乗数を4桁ずつに分割し

その分割点を小数点と仮定し整数部と小数部とに分

けて演算を行います　まず小数点以下を掛けその結

果の小数点以下の部分を記麻しシフトして小数部分

の桁落しを行います

次に整数部を掛け墳和により両者の和を求め　その

末尾に先に記療した小数部分を加えれば良いのです

例12345678×98765432

乗数を4桁に区切り下4桁を小数と仮定します

操　　　　　　作

12345678を置数する

画キーを押す

．5432を置数する

白キ●－を押す

小数点以下の2896を記僚
しシフトする

［司キーを押す

12345678を置数する

図キーを押す

9876を置数する

表　　示

12345678

12345678

12345678l．5432

6706172．2896

6706172

6706172

12345678

12345678

12345678但876

Eトキーを押す　　　　　　121932622100

先きに記帝した小数点以下の部分を末尾に加えま

1219326221002896
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応用計算例
商に対する加減算
パーセンテージを求める方法（その1）　　　　パーセンテージを求める方法（その2）

商に対する加減算

例　￥161，168十28＋￥284－￥540＝（￥5，500）

（）内を求めます

手順巨　　操　　　　　　作　　　　表　　示

1　161168を置数する

2．回キーを押す

3　≧28を置数する

日キーを押す

284を置数する

Elキーを押す

540を置数する

回キーを押す

パーセンテージを求める方法（その1）

￥8，753は￥43，667の何％か（20．04％）

数式　8753÷43667×100＝20．04488

手順i　操　　　　　　作　　　　表　　示

1亨8753を置数する

軋キーを押す

43667を置数する

目キーを押す

函キーを押す

100を置数する

Eトキーを押す

0．2004488

0．2004488け00

20．04488

・除数が多桁の場合には　パーセンテージを求める

のに必要十分な有効数5桁の商を得る為に　次の

ような便法を使用します

商＝11桁一除数桁＝5桁が成り立つように除数の

末尾を必要桁だけ0に置き換えて計算すれば一回

の操作で正しい答が求められます

例　65374812÷986537243

65374812十986537000＝0．066266

11

パーセンテージを求める方法（その2）

逆数を求めて定数乗算を行う方法により求めます

総計に対する
支店名　売　　　　上　　冊、ローと膏う

￥　256，545

三　軍　322，867

】￥　734，652

≡　￥　826，541

￥　315，678

1（￥2，456，283）

（10．44％）

（13．15％）

（29．9190）

（33．65％）

（12．85％）

100．00％

（）内を求めます

通常の加算により総計￥2，456，283を得ます

手順

1

2

3

4

操　　　　　作　≡　表　示

100を置数する

回キーを押す

m一】∵「冊　　100

2456283を置数する

〔ヨキーを押す

5　妻直上キーを押す

100

2456283　－

0．00004071

0．00004071

6‡256545を置数する　　　　　40．71l256545

7　日ヨキーを押す

画キーを押す

画キーを押す

322867を置数する

（ヨキーを押す

回キーを押す

画キーを押す

10，44394695

0．00004071

0．00004071

40．711322867

13，14391557

0．00004071

1　0．00004071

734652を置数する　　；40．71l734652

日キーを押す

〔可キーを押す

区トキーを押す

826541を置数する

臼キーを押す

［可キーを押す

厘キーを押す

315678を置数する

EIキーを押す

29，90768292

0．00004071

0．00004071

40．711826541

33，64848411

0．00004071

0．00004071

40．711315678

12，85125138

A
云
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手形割引計算　　　　　　　　　　　　　　　　増加率を求める計算

増加額と増加率を求める計算　　　　　　　　減少率を求める計算

手形割引計算

連乗により計算することができます

手形　　元　金　日数　割引金額　手取金額
（A）　￥500，000　60（￥7，500）（￥492，500）

（）内を求めます

日歩2銭5厘とします

元金×嘗欝×日数＝害矧金額

一割引金額＋元金＝手取金額

手順　　操　　　　　　作　　　　表　　示

1　500000を麿数する

2　三寒キーを押す

3　0．00025を置数する

4　日キーを押す

5・図キーを押す

6　60を置数する

7　巨）キーを押す

8　匡lキーを押す

500000

【ヨキーを押す

500000

品oboo怖00025

125

125

12500．000160

7500

99992500．0‥・

500000

492500

増加額と増加率を求める計算

昨年度　　本年度　　増加額　増加率（％）

￥402，500　￥630，000（￥227，500）（56．52％）

（）内を求めます

数式　（本年度一昨年度）÷昨年度×100二増加率

手順巨　　操　　　　　　作

1；630000を置数する

2　日ヨキーを押す
▼∴＿　▼　　一一、＿＿▼－　　　一一一一一　一　　　・

31402500を置数する

4　≧酉キーを押す

5．固キーを押す

6…402500を置数する

7　佃キーを押す

8　煙キーを押す

91100を置数する

日キーを押す

表　　示

630000

630000

402500

227500

227500

402500

0．5652173

0．5652173

565．2173け00

56．52173

12

増加額を得ることなしに増加率を求める計算

昨年度　　今年度　　増加率（％）
￥390，000　￥614，000　（57．43％）

（）内を求めます

数式今年度÷昨年度＝増加率

手順　　操　　　　　　作

1　614000

2　　度キーを押す

3　　390000

4　　日キーを押す

表　　示

614000

390000

※1．574358974

※1は100号′もを意味します　57．43％

減少額を得ずして減少率を求める計算

前　月　　今　月

￥637，456　￥421，336

（）内を求めます

数式　今月÷前月

減少率（％）
（33．90％）

答に属キーを押し補数を求めます

至墜一r　操　　　　作，表
1　421336を置数する

2　≧宮キーを押す

3　L637456を置数する

4　〔ヨキーを押す

5　回キーを押す

可て

421336

421336

637456

0．66096

※999…9．33904

※999‥・9ほ減少を意味します　33．904％

9
山
1
0



利潤額を得ずして利潤率を求める計算
保険手数料の計算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　按分比例

利潤額を得ずして利潤率を求める計算

原　価　　　　売　価　　　　利潤率（％）

￥72，123　　　￥95，875　　　（24．77％）

（）内を求める

数式　原価÷売価

答に宮キーを押し補数を求めます

操　　　　　　作

72123を置数する

宙キーを押す

95875を置数する

巨】キーを押す

固キーを押す　　　　憐999…9・247740

※999…9は減少を意味します

・これは常の計算を一挙踊ったもので

す

保険手数料の計算

保険料

￥3，000

￥2，000

（）内を求めます

手数料
85％　　　　15％

（￥2，550）　　（￥450）

（￥1，700）　（￥300）

表示窓を2通りに用います

85000015　と置数します

操　　　　　　作

1　∃85000015を置数する

2・画キーを押す

表　　示

85000015

85000015

3i3000を置数する　　　・8500001513000

4　二キーを押す　　　　　　0255000045000

5；［司キーを押す

6．回キーを押す

2000を置数する

Bキーを押す

13

85000015

85000015

85000015l2000

0170000030000

従って答は2550と450および1700と300になります

按分比例

経費￥146，500を各支店の実演に従って配分し

ます

支店名　　売

A

B

￥　634，453

￥　239，800

上　　　　経　　費

￥（30，748）

￥（11，622）

￥　823，557

￥1，325，000

（￥3，022，810）

￥（39，913）

￥（64，215）

￥146，500

按分比例の（）内を求ます

通常の計算により売上総計￥3，022，810を得ます

数式　146500

3022810
×A＝経費

手順…　操　　　　　作

17146500を置数する一盲　寺キ一一を挿す

3！罰22810を置数する

〔ヨキーを押す

＠キーを押す

634453を置数する

目キーを押す

〔可キーを押す

表　　示

⊆　　　　　146500

3022810

0．048464

「一川一十
0．048464

48464．匿34453

30748．130192

0．048464　｝

区キーを押す　　　　　≡　　　0．048464

239800を置数する

里1、．」日キーを押す
12；＠キーを押す

図キーを押す

14　喜823557を置数する

15iBキーを押す

16i回キーを押す

lテ「前転
18‡1325000を置数する

EIキーを押す

48464．l239800

11621．6672

0．048464

0．048464

48464．】823557

ト　39912．866448‾llti二（目測l

」＿、

、

0．048464

48464け325000

64214．8

・ただし四捨五入の関係で経費は2円違います

4
号
宣
÷
⊥
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日歩計算の一例（銀行割引）　　　　　　割引額と正味額を同時に求める計算

卸し価格の利益と原価を求める計算　　　　　　（その1）　（その2）

日歩計算の一例（銀行割引）

数式￥60，000（ト欝×365）＝（￥56，058）

著は3・65とし横差の計算を用います

操　　　　　　作

1を置数する

Eトキーを押す

且キーを押す

0．018を置数する

箪キーを押す

3．65を置数する

坦キーを押す

図キーを押す

1

0．018

0．018

0．1引365

0．93430

0．93430

60000を置数する　　　　　93430．博0000

巳キーを押す　　　　1　　　56058

卸し価格の利益と原価を求める計算

卸し価格　　原価90％　　利益10％

￥13，000　（￥11，700）　（￥1，300）

（）内を求めます

表示窓を2通りに用います

まず90を置数し0を4個置き10と置数します

すなわち90000010と置きます

手順　　操　　　　　作　　　表　示

90000010と置数する

‡⑭キーを押す

二三ごミ

90000010

90000010

90000010113000

1170000130000

ー　従って答は11700と1300になります

・乗数が5桁の数値まで計算が行えます

t4

割引額と正味額を同時に求める計算（その1）

￥　37．585

￥（9，396）25％割引く

￥（28，189）

（）を求めます

表示窓を2通りに用い75000025　と置数します

j鱒
1

2

3

4

操　　　　　　作　　　　表　　示

75000025を置数する　　　　　　75000025

回キーを押す　　　　　　　　　75000025

37585を置数する　　　　75000025蔓37585

日キーを押す　　　i2818875939625

75％は7桁25％とは6桁となりますので2818875，

939625　と取ります

故に正味額￥28，189　割引額￥9，396　となります

割引額と正味額を同時に求める計算（その2）

￥37，585

￥（9，396）25％割引く

￥28，189

（）内を求めます

数式　37585×0．25＝9396　－9396＋37585＝28189

圧　　　　　　†′－

37585を置数する

画キーを押す

表　　示

37585

37585

0．25を置数する　　　　　　　37585怖25

日キーを押す

回キーを押す

37585を押す

〔ヨキーを押す

9396．25

．999…90603．75

37585

■　　　28188．75

順

了
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連立二元一次方程式の解き方 被乗数和および積和を求める計算

連立二元一次方程式の解き方

a・r by二C

d．r ey二二f

一般解は次の通りです

ce Ld bf
∫　二二二

例j

ae－bd

af　－Cd

yニ‾ae－bd

3．2．で一一1．5y二　6．54

4．8ユー岬2．6y二二10．44

6．54×2．6－1．5×10．44

3．2×2．6－1．5×4．8

3．2×10．44岬6．54×孔8

3．2×2．6－1．5×4．8

分母が共通ですから先ず分母を計算し　次に分f

を計算した後分母で割って∬及びyを求めます

手順　　操　　　　　　作

「「耳キ【を押す1

、　一　　　　　一　　　　　　　　一一　　　　　‾　　　－

2　　3．2を置数する

3　げキーを押す

宣T盲二6を置数する

5‾iBキーを押す
－一　一‾‾1－‾l

G　1．5を置数する

画キーを押す

8　　4．8を置数する

9i邑キーを押す

10「信妄二ざ画す

11喜6．54を置数する

12　■しズキーを押す

13　2．6を置数する

14．邑キーを押す

15；1．5を常数する

16　日区キドを押す

17；10・14を常数する

18　転キーを押す

19．也キーを押す

20　1．12を置数する

16

表　　が

3．2

3．2

亘l26
8．32

1．5

弓　　　　15

【　　　15拉8

ト12
■　分母を書きとめる

‾＿＿▼＿＿‘＿＿二，▼▼∴L＿一一　　二　∴　＿二＿＿

0

6．54

“W　‾1－1～－▼、一

】

】

6．54

65．射26

1丁恒I1

1．5

1．5

15圧044

1．344

1．344

1．12

21日三キーを押す（ガの答）　　　　　1．2

11～21と同じ手順でyの答を求めます

被乗数和および横和を求める計算

A x BニーE
rトC x D二

F G

表示窓を2つに用います　先ず1と常数し間に0

を乗数の桁数に見合せて贋きます

次にBを音数し　それにAを掛けます

人．キーを押しCxDの計算も同様に行います

被乗数和Fと横和Gが同時に得られます

例　13×45ニー585
」36×72二

（49）（3177二）

手順　　操　　　　作　　　表　示

1　100000045を置数する　　　　10000（昭45

2　　回キーを押す

3　13を置数する

4　　三キーを押す

5　∴云キーを押す

6　100000072を置数する

丁　　旦キーを押す

8　　36を置数する

9　日キーを押す

100000045

100000045ll3

1300000585

1300000585

100000072

10（X旧0072　－

1000007引36

4900003177　｝

従って答は49と3177になります



開平計算（その1）　　　　　　　　　　瀾平計算（その2）

表を用いる方法　　　　　　　　　　　　　表を用いない方法

開平計算（その1）表を用いる方法

J言の近似式をJ言≒（N÷a）XSとします

①頭より3桁の有効数字をとり　平方根算出表の中
‾　の最も近い値Nを定めます

－②aを小数点位置から2桁ずつ区切り　頭の数が1桁

になったときは平方根算出表n2桁の時は10nの

国数Sを定めます

③（N十a）×Sを計算します
｛　この方法により　有効桁数4桁までの答が得られま

す　さらに桁数が必要なときは　その2の方法と併

＿用します　即ち　aを数表で求めた結果で割り　そ

の結果と　数表で求めた結果の平均値をとってくだ

さい　この場合6桁まで有効数字とみなすことがで
‾　きます

例　直36を求めます

蒜の近似式をJT≒（N■a）×Sとします

算出表によりN＝132を定めます
－　Sはaを2桁ずつ区切った最後の桁が1桁ですの

でS＝43519を定めます

（132＋136）×43519の計算を行います

手順j　操　　　　作

1j132を置数する

2　毒日キーを押す
一　一　一．〟　　　　　　　」＿

－　　3　－ 136を置数する

4　…巳キーを押す

⑭キーを押す

43519を置数する

目キーを押す

268143519

11663092

衰

有効桁4桁を取ります

正面＝11．66

｛・平方根算出表の近似値Nはaの値に応じて必要な

位置に小数点を設けます

結果の小数点位置はずれていますのでaの整数部

を2桁毎に区切った個数だけ結果の頭から取った

位置に小数点を補正して読み取ります

開平計算（その2）表を用いない方法

Jaを求めます

①aを末尾より2桁ずつ区切り　頭の数値の平方根

により　近似値を仮足します

②aを近似値で割り　その答と近似値との平均値を

求めます

③その平均値でaを割り①②の計算を行います

④③の答で①②の計算を繰り返します

⑤仮定した近似値が真の値に近ければ近い程　早く

答が得られます　通常は3回繰り返す事により6

桁の有効数字まで得ることができます

例J朗63789を求めます

5－46幸37㌢89

25　3喜0：0　2300と仮足します

5463789÷2300＝2375．560434

2375・560434＋2300＝2337．7802170

2

平均値の結果は6桁とすれば良くそれ以上は無駄

です

2337．78で上記の計算を繰り返します

5463789÷2337．78＝2337．16

2337．16十2337．78
－　　　－

2

＝2337．47

2337．47で繰り返します

5463789十2337．47＝2337．47

J5463789＝2337．47

16



平方根算出表（乗法平方根表）

因　　　数　　　S

n lOn

100　　　　　　50000

106　■　　　　　48564

112と　　47246

118　　　　　　46029

125．　　　44721

132　　　　　　43519

140　　　　　　42257

148；　41100
l

156　≡　　　40032

165　　　　　　38924

175　∃　　　37796

185　　　　　　36760

196　を　　　35714

爛」

208　j　　　34669

ト

220　　　　　　33710

33482

31814

30890

30042

29210

旬7

因　　　数　　　S

n lOn
l

15811　　　　　310　　　　　　28398

15357　　　　　　328　　　　　　27607

14940

14556

14142

13762

13363

12997

347　　　　　　26841

26064

25318

24633

23918

23236

22587

21947

21320

20707

20112

19536

18979

18442

17914

17407

16913

16431

15955

山～“＿＿　－⊥＿劇椚

89802

87303

84880

82422

80064

77803

75636

73481

71429

69404

67419

65484

63603

61780

60019

58321

56650

55048

53482

9
　
　
9
　
　
2
　
　
4
　
　
4

5
　
　
0
　
　
5
　
　
2
　
　
9

6

　

　

3

　

　

9

　

　

6

　

　

2

2

　

　

2

　

　

1

　

　

1

　

　

1

1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1

3

　

　

0

　

　

8

　

　

1

　

　

2

　

　

1

　

　

1

6
　
　
6
　
　
8
　
　
6
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お　わ　り　に

●キヤノーラ130を移動させるときには強いショックや振動をできるだけ与えないようにご注意ください　叉

遠方に輸送したりするときには必ずサービス店までご相談ください

●技術サービス網は完備していますから万一ご不明な点がございますときには　最寄の代理店および弊社第二

営業部までご連絡ください



訂通関隠青竜

キヤノ　ンカメ　ラ株式会社
東京■都大田区下丸子町312
TEL：（738）2111（大代表）

第　　　　　　　営　　　業　　　部


